
                             令和４年７月 

分科会研究題と研究の視点 

 

第１分科会－Ａ 「カリキュラム・マネジメント」の推進（担当 広島県） 

 

（解説）予測困難で急激に変化する社会に生きる生徒たちは、未知の状況に対応し、新しい時代を切り

拓いていく力を身に付けなければならない。そのため、学校には、よりよい学校教育を通じて、より

よい社会を創るという目標を社会と共有しながら、生徒たちに育成すべき資質・能力を具体的かつ明

確に示し、社会と連携・協働して育んでいくための「カリキュラム・マネジメント」を推進すること

が求められる。 

生徒たちが豊かな創造性を備え持続可能な社会の形成者となるためには「生きる力」が必要であり、

その資質・能力の柱は、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」で

ある。そこで、各学校においては、教科等の目標や内容を見通し、特に学習の基盤となる資質・能力 

(言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等)や現代的な諸課題に対応して求められる力の育成

のために、教科等横断的な学習の充実や主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善等が求め

られており、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図る「カリキュラ

ム・マネジメント」に努めることが必要である。 

① 全面実施となった学習指導要領に基づく教育課程の実施状況を把握し、その改善を図るための学

校評価の在り方 

② 豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成するために、現代的な諸課題に対応し

て求められる資質・能力を教科等横断的な視点で育成していく教育課程の編成・実施・評価 

③ 外部の人的・物的資源を有効活用し、家庭や地域社会との連携・協働を深める教育課程の編成・

実施・評価 

 

 

 

 

 

第１分科会－Ｂ 「主体的・対話的で深い学び」の実現（担当 愛媛県） 

 

（解説）生徒たちが、学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し、これからの時代に求め

られる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることができるようにするためには、

「どのように学ぶか」という学びの質が重要になる。学びの質は、生徒たちが様々な社会の変化に向

き合い、主体的に学ぶことの意味と自分の人生や社会の在り方を結び付けたり、多様な人との対話や

書物等を通して考えを広めたり深めたり、各教科等で身に付けた資質・能力を様々な問題の発見や解

決に生かすよう学びを深めたりすることによって高まる。教員には、習得・活用・探究という学びの

過程全体を見直し、個々の内容事項を指導することによって育まれる資質・能力を自覚的に認識しな

がら、子供たちの変化等を踏まえつつ自ら指導方法を不断に見直し、改善していくことが求められる。

加えて、学校において日常的に ICT活用できるような環境づくりとともに、学びの質を高める ICT

の活用方法についての実践的研究と成果の普及も求められる。こうして「主体的・対話的で深い学び」

が実現するように、日々の授業改善に向けた取組を活性化していくことが必要である。 

① 教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせて「主体的・対話的で深い学び」を実現する授

業改善の工夫  

② 全ての学習の基盤となる言語能力や情報活用能力、問題を発見し解決する能力の向上  

③ 「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点による学習評価の

工夫  



第２分科会－Ａ よりよく生きようとする意思や能力を育む道徳教育の充実（担当 島根県） 

 

（解説）近年、生徒の生活様式が変化し、自然や人間との関わりの希薄さから、生命あるものとの接触

がなくなり、生命の尊さについて考える機会が減少しつつある。このことが生命軽視の軽はずみな言

動につながり、深刻ないじめなどの社会的な問題となることもある。その解決のためには、各教科等

における道徳教育との関連を図りながら、「特別の教科 道徳」において、計画的、発展的な指導や体

験活動等を生かす指導など、道徳的諸価値について自覚を深める授業の充実を図り、生徒の道徳性を

養うことが必要である。また、教育活動全体の取組を通じて、生徒一人一人の自己有用感に裏付けさ

れた自尊感情を高めることにもつながる指導の工夫も大切である。 

さらに、現実の問題に対応できる資質・能力を育むためには、道徳教育推進教師を中心とした指導

体制を充実するとともに、生徒が自分自身の問題と捉え真正面から向き合い、一面的な見方から多面

的・多角的に考え議論していく「考え、議論する」道徳科の授業を実施することが大切である。また、

家庭や地域社会と育てたい生徒像を共有し、相互の連携強化を図ることも重要である。  

① 道徳的諸価値についての理解と、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度の育成  

② 生徒が自ら考え理解し、主体的に道徳性を育むための指導の工夫  

③ 道徳教育推進教師を中心とした協力的な指導体制の充実 

 

 

 

 

 

 

 

第２分科会－Ｂ 健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するための教育の充実 

（担当 鳥取県） 

 

（解説）これまでの学校の取組により運動やスポーツの好きな生徒の割合が高まり、生徒の体力は低下

傾向に歯止めが掛かり、緩やかに上昇しつつあるものの、積極的に運動する生徒とそうでない生徒の

二極化傾向が指摘されている。また、生徒を取り巻く環境の変化や人の生命を脅かす感染症の流行等

に伴う新たな健康課題に対応した教育が必要であるとの指摘もある。 

こうした指摘を踏まえ、生涯にわたって健康・安全で活力ある生活を営むために必要な資質・能力

を育て、心身の調和のとれた発達を図り、健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現する基礎

を培う必要がある。特に、食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の

健康の保持増進に関する指導については、各教科等において適切に行うよう努めなければならない。  

① 東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会を目指して進められた、オリンピック・パラ 

リンピック教育の成果を生かし「する・みる・支える・知る」といった、生涯にわたる豊かなスポ

ーツライフを実現していく資質・能力の育成と一層の体力の向上 

② 食育の推進及び心身の健康の保持増進や感染症等の予防と対策に関する指導の充実  

③ 身の回りの安全、交通安全、防災に関する指導や情報化等の進展に伴う事件・事故の防止等の

新たな安全指導上の課題に関する指導の充実 

  



第３分科会－Ａ 社会的・職業的自立に向けたキャリア教育と進路指導の充実（担当 高知県） 

 

（解説）産業構造・就業構造の変化に加え、雇用形態や雇用慣行が多様化・流動化する中で、義務教育

修了段階にある生徒たちに対し、社会的・職業的自立に向けて必要な資質・能力を身に付けることが

できるよう、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリア

プランニング能力」によって構成される「基礎的・汎用的能力」を育成するキャリア教育が求められ

る。加えて、小・中・高等学校のつながりを明確にしたキャリア教育の充実を図ることが大切であり、

令和２年度から児童生徒が活動を記録し蓄積する教材としてのキャリア・パスポートが、全ての小・

中・高等学校において導入され、活用されている。 

また、一人一人が、多様な個性・能力を伸ばし、充実した人生を主体的に切り拓いていくことので

きる生涯学習社会の中で、生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう、特

別活動を要としつつ学校の教育活動全体を通じて組織的かつ計画的な進路指導を行うことが重要で

ある。  

① 社会的・職業的自立のために必要な能力を育成するキャリア教育の充実  

② 教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導の充実  

③ 学校と地域・社会や産業界等が連携・協働した職業講話や職場体験活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

第３分科会－Ｂ 自他を敬愛し、他者と協働しながら自己実現を図るための自己指導能力を育成する生

徒指導の充実（担当 香川県） 

 

（解説）学校教育は、集団での生活や活動を基本としており、生徒相互の人間関係の在り方は、生徒の

健全な成長と深く関わっている。好ましい人間関係を基礎に、自他を敬愛し他者と協働しながら自己

実現を図るための自己指導能力を育成することは、人格のよりよい形成と学校生活の充実の基盤とな

る。そのために、学級活動をはじめとする特別活動や部活動は、集団や社会の一員としてよりよい生

活や人間関係を築き、人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う重要な役

割をもつ。 

平成 25 年に施行されたいじめ防止対策推進法に基づき、組織的な対応と関係機関との連携の強化

等が図られた。しかし、いじめの問題、自殺などが依然として発生しており、不登校も増加傾向にあ

ることを踏まえ、各学校では組織的、継続的な支援・取組を更に充実させるとともに、家庭や地域及

び関係機関、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの専門スタッフ等との連携を

一層充実させる必要がある。 

① 好ましい人間関係を築き、他者と協働しながら自己実現を図るための自己指導能力を育成する特

別活動や部活動等の在り方  

② いじめ問題への対応や自殺の防止及び不登校生徒への支援の在り方  

③ 家庭や地域及び関係機関、専門スタッフ等との連携・協力を密にした生徒指導の推進 

  



第４分科会－Ａ 多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成（担当 岡山県） 

 

（解説）変化の激しい社会を生き抜いていける人を育成していくためには、教員自身が時代や社会、環境の

変化を前向きに受け止め、その時々の状況に応じた適切な学びを提供していくことが求められる。今後、

改めて教員が高度専門職業人として認識されるためには、自律的に学ぶ姿勢をもち、時代の変化や自らの

キャリアステージに応じて求められる資質・能力を、生涯にわたって高めていくことのできる力が必要と

される。 

そのためには、教員自らが専門職としての高度な知識・技能をもつとともに、高い倫理観に立ち、使命

感溢れる指導力を発揮して、生徒や保護者、地域の信頼を獲得することが不可欠である。 

また、教員自らが個々の生徒の多様な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題に個別に対応できる指導力

の向上を図ることが重要である。さらに、心理や福祉等の専門スタッフなど多様な人材と協力したり、地

域と連携・協働を円滑に行ったりする資質・能力をもち、諸課題の解決に取り組むことができる人材の育

成が急務である。  

① 生徒や保護者、地域の信頼に応えられる資質・能力を備えた教員の育成と研修の在り方  

② 教科等の専門性と指導力を高める人材育成と研修の在り方  

③ 地域等と協働し、組織的に諸課題解決に取り組むことができる教員の育成 

 

 

 

 

 

 

 

第４分科会－Ｂ 学校と地域の連携・協働による「チーム学校」の実現（担当 徳島県） 

 

（解説）学校には、これまでにも新たな課題に応じて、司書教諭、栄養教諭等の新しい職が導入されてきた。

近年は、ますます複雑化・多様化する教育課題に対応するため、スクールカウンセラーやスクールソーシ

ャルワーカー、部活動指導員等の教員以外の専門人材が導入されている。そのためこれからは教職員間の

より一層の組織的対応を強化することはもちろん、全てを教職員が担う自己完結型の運営を廃し、これら

専門スタッフとの協働を推し進め、学校内の多様な人材がそれぞれの専門性を生かして能力を発揮するチ

ームとしての学校を実現していくことが求められる。 

また、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）等を活用するなど、チームとしての学校と地域

の連携体制を整備していくことで、地域とともにある学校づくりを推進し、社会総がかりで教育を進めて

いくことも求められる。その結果として、教員が担うべき業務の精選・明確化などを図り、新たに導入さ

れたスクールサポートスタッフ等を活用し、教員の働き方改革につなげていくことも重要である。 

こうした「チーム学校」の実現のため、校長は、これまでの教職員の管理を主とするマネジメントから

脱却し、多様な人材を含めた学校組織全体の効果的な運営のためのマネジメントを進めていく必要がある。  

① 教職員や多様な人材の専門性を活用し、組織力を高める学校経営の在り方  

② チームとしての学校と地域の連携・協働体制の在り方 

③ 「チーム学校」の実現と教員の働き方改革の在り方 

 


